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1
背
景

　

観
光
地
を
取
り
巻
く
市
場
環
境
の
変
化
、

あ
る
い
は
観
光
産
業
や
観
光
政
策
が
行
き

詰
ま
り
を
見
せ
る
中
で
、
地
域
の
資
源
を
経

営
の
観
点
で
見
直
し
、
最
適
な
産
業
構
造
に

転
換
し
て
い
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ

ち
「
観
光
地
経
営
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

当
財
団
で
は
、
そ
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
に
書
籍
『
観
光

地
経
営
の
視
点
と
実
践
』
と
し
て
刊
行
し
た
。

　

同
書
で
は
、「
観
光
地
経
営
」
を
「
観
光

地
の
持
続
的
な
発
展
を
目
的
と
し
て
、一
定

の
方
針
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
基
づ
い
て
観
光
地

を
構
成
す
る
様
々
な
経
営
資
源
と
推
進
主

体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
一
連
の
組

織
的
活
動
」
と
定
義
し
た
。
ま
た
、
当
財
団

が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
実
践
的
な
研
究
活

動
（
自
主
研
究
あ
る
い
は
受
託
調
査
）
を
通

じ
て
蓄
積
し
て
き
た
経
験
や
知
見
を
も
と

に
、
前
述
の
「
一
連
の
組
織
的
活
動
」
を
展
開

す
る
た
め
の
視
点
を
８
つ
に
分
類
し
、
そ
の

考
え
方
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
て
整
理
し
た

（
図
１
）。

2
本
稿
の
目
的

　
『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』
の
刊
行

か
ら
４
年
が
経
過
し
、
我
が
国
の
観
光
地
を

取
り
巻
く
環
境
が
さ
ら
な
る
変
化
を
見
せ
る

中
、「
観
光
地
経
営
」
の
意
義
や
あ
り
方
を

改
め
て
問
い
直
す
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。

　
『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』
は
、
主

と
し
て
当
財
団
の
国
内
に
お
け
る
経
験
や
知

見
を
も
と
に
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
海
外
の
学
術
研
究
分
野
で
は
「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
用

語
で
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
知

 
海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
け
る

「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
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ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
概
念
の
変
遷
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究
員
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正
洋

「観光地経営」
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図1 「観光地経営」のための8つの視点

出典：（公財）日本交通公社（2013）、『観光地経営の視点と実践』、丸善出版（株）より
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を把握する

状況把握

視点6
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関係主体を巻き込んで説得力ある
将来ビジョンを策定する
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両立をはかる

保存・活用

視点8
地域の観光財源を
確保する

財源確保

視点7
観光地としてのブ
ランドを形成する

ブランド形成

視点3
新たな魅力と市場
をつくる

市場創出

視点4
滞在のための仕組
みをつくる

滞在促進
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見
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
観
光

研
究
の
分
野
で
そ
の
概
念
を
明
確
に
整
理
し

た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。

　

上
記
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、「
観
光
地

経
営
」
に
対
応
す
る
概
念
と
し
て
の
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
内

容
や
扱
わ
れ
方
の
変
遷
を
追
う
こ
と
で
、
当

財
団
が
提
唱
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
位
置

づ
け
を
改
め
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
い
点

は
下
記
の
2
点
で
あ
る
。

①
海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
い
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ど

の
よ
う
に
議
論
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
変
遷

し
て
き
た
の
か
。

②
海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
け
る
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
念

の
、当
財
団
が
提
唱
す
る
「
観
光
地
経
営
」

概
念
と
の
共
通
点
（
あ
る
い
は
相
違
点
）

は
何
か
。

3
検
証
方
法

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
近
年
に
か
け
て
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
あ
る
い

は
そ
れ
に
類
す
る
概
念
（
観
光
地
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
対
象
と
し
て
扱
う
考
え
方
）
に
つ

い
て
著
さ
れ
た
海
外
の
論
文
や
書
籍
を
参
照

し
、
そ
の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
概
念
や
対
象

と
す
る
内
容
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た

の
か
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。

4
検
証
結
果

1	

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
以
前
の
観
光
地
の
捉
え
方

①
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
応
用
し

た
観
光
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

【
１
９
７
０
年
代
後
半
～
】

　

L
eiper

（1979

）
は
、
観
光
を
理
解
し

か
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
開
発
す
る
に
あ
た
っ
て
、
発
生
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
総
体
と
し
て
捉
え

る
「
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
初
め

て
適
用
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（C

arlsen, 

1999

）。

　

L
eiper

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
３
つ
の
地

理
的
要
素
と
１
つ
の
社
会
的
要
素
の
計
４
つ

の
要
素
か
ら
な
る
観
光
地
の
シ
ス
テ
ム
を
検

討
し
て
い
る
。
３
つ
の
地
理
的
要
素
と
は
、
旅

行
者
を
創
出
す
る
「
発
地
」、
旅
行
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
「
移
動
ル
ー
ト
」、

観
光
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
「
着

地
」
を
指
し
て
い
る
（
図
２
）。
ま
た
、
社
会

的
要
素
は
観
光
客
自
身
と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
、
観
光
産
業
と
い
っ
た
主
体
を
指
す
。

　

こ
の
３
つ
の
地
理
的
要
素
（
空
間
）
に
お

け
る
社
会
的
要
素
（
観
光
客
お
よ
び
ツ
ア
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
観
光
産
業
）
の
相
互
の
活

動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
主
体
、
社
会
文
化
、

経
済
、
技
術
、
物
理
的
状
態
、
政
治
、
法
律
、

あ
る
い
は
社
会
的
、
地
理
的
要
素
に
影
響
を

及
ぼ
す
環
境
（E

n
viron

m
ent

）
に
付
随
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、Leiper

の
提

唱
し
た
基
本
的
な
シ
ス
テ
ム
で
は
、
そ
れ
ら

の
性
質
や
範
囲
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
単
純

化
さ
れ
た
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
観
光
客

や
観
光
地
が
ど
の
程
度
、
政
治
的
あ
る
い
は

経
済
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
っ
た
点

は
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

②「
計
画
」対
象
と
し
て
の
観
光
地（Destination 

Planning

の
時
代
）

【
１
９
９
０
年
代
初
頭
～
】

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か

な
り
前
か
ら
、
研
究
者
や
実
務
者
は
観
光
地

を
開
発
・
計
画
さ
れ
る
べ
き
実
体
と
し
て
捉

え
る
こ
と
の
必
要
性
に
気
づ
い
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
１
９
８
０
年
にD

estination
 

P
lan

n
in

g

の
分
野
に
お
い
て
初
め
て
著
さ

れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
、
企
業
を
計
画
す
る
と

い
う
文
脈
に
基
づ
き
、
観
光
地
に
つ
い
て
も

企
業
の
よ
う
に
組
織
を
開
発
し
得
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
１
９
９
０
年
代

前
半
に
な
る
と
、
観
光
地
は
競
争
環
境
に
あ

る
地
域
の
単
位
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
様
な

関
心
を
有
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
存
在

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

図2   観光の地理的要素

出典：Leiper（1979）より筆者作成

旅行者が発生する
地域（発地）

旅行者が目的とする
地域（着地）

移動ルート

移動ルート
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6

　

実
際
、
こ
の
時
期
に
は
実
効
的
な
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
あ
る
い

はP
lan

n
in

g

の
あ
り
方
を
提
示
し
よ
う
と

数
多
く
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
行
わ
れ
た

が
（G
ill&

W
illiam

s, 199
4; R

itch
ie, 

19
9
9; R

o
b
so

n
&

R
o
b
so

n, 19
9
6

）、

そ
の
後
、
協
働
的
な
観
光
地
の
計
画
手
法

に
対
し
て
根
本
的
な
疑
問
を
呈
す
る
意
見

（Taylor, 1995

）
も
提
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

和
解
不
可
能
な
衝
突
、
活
動
の
失
敗
、
調

整
不
能
で
お
互
い
の
意
見
が
相
い
れ
な
い
主

導
権
争
い
な
ど
は
、
計
画
行
為
の
負
の
影
響

で
あ
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くさ

や
不
在
を
示
す
典
型
的
な

症
状
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
そ
れ
ま
で
に
、
観
光
地
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル（B

utler, 1980

）や
、文
化
的
特
異
性

（S
au

tter
&

L
eisen, 1999; T

im
othy, 

1999

）、
統
合
度
（F

lagestad
&

H
ope, 

2001; S
ainagh

i, 2006

）
と
い
っ
た
理
論

や
コ
ン
セ
プ
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
た
が
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ

ロ
セ
ス
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
研
究
に
よ
っ

て
、
上
記
の
よ
う
な
そ
れ
ま
で
与
件
と
さ
れ

て
い
た
状
況
に
つ
い
て
も
、
よ
り
深
い
分
析

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（S
ainagh

i, 2006
な
ど
）。

　

こ
の
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
働
く
か
、
あ
る
い
は
ど
の
要
素
が
影
響
す

る
か
、
と
い
っ
た
構
造
を
よ
り
理
解
す
る
た

め
に
、
既
存
の
研
究
モ
デ
ル
を
応
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
性
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

③
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
機
能
の
変
遷

　

P
earce

（2015

）
は
、
１
９
９
０
年
代
か

ら
２
０
１
０
年
代
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
論

文
の
う
ち
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
た
主
要
な
21
編
に

お
い
て
、
そ
の
機
能
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
か
を
整
理
し
て
い
る
（
図
3
）。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
複
数
の
機
能
に

よ
る
複
合
的
な
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

　

そ
の
上
で
機
能
と
し
て
最
も
多
く
挙
げ
ら

れ
て
い
た
の
は
「
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」（
13

編
）
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
挙
げ
ら
れ
た
論
文
数

が
多
か
っ
た
機
能
と
し
て
は
、「
観
光
地
の
計

画
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
」（
10
編
）、「
商

品
開
発
」（
８
編
）、「
調
査
研
究
、
情
報
管
理
、

図3   主要な既往研究において「デスティネーション・マネジメントの機能」として指摘された項目と年別の該当数

多
様
で
な
お
か
つ
個
別
に
提
供
さ
れ
る
経
験

と
し
て
捉
え
る
必
要
が
生
じ
、Destination

 

P
lan

n
in

g

に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
や
組
織
、
団
体
の
間
に
お
け
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（M

u
rp

h
y, P

ritch
a
rd,

&
S
m

ith, 

2000; S
m

ith, 199
4

）。

　

こ
の
こ
と
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
行
為
に

よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
「
組
織
構

造
か
ら
見
た
実
効
的
な
観
光
地
の
計
画
条

件
」、
あ
る
い
は
「
持
続
的
で
正
当
な
プ
ロ

セ
ス
を
た
ど
る
よ
う
誘
導
す
る
計
画
方
針

の
方
向
性
」
と
い
っ
た
課
題
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
議
論
の
中
心
は

D
estination

 P
lan

n
in

g

か
ら
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と
移
り
変

わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
実
践
的
な
研
究
の
積
み
重
ね
と
諸
理
論

の
検
証

　

こ
の
時
期
、
基
礎
的
な
理
論
や
コ
ン
セ
プ

ト
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
実
践
に
応
用
さ

れ
て
い
た
が
、
特
に
観
光
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
類
型
と
い
う
文
脈
に
照
ら
し
た
場
合
、
観

光
地
は
官
民
の
数
多
く
の
組
織
や
団
体
か
ら

構
成
さ
れ
る
た
め
、
協
働
的
に
観
光
地
の
計

画
を
行
う
こ
と
に
は
困
難
な
努
力
を
要
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
研
究
（B

u
halis, 2000; 

D
redge, 1999; Form

ica
&

K
othari, 

2008; G
etz, 1992

）で
は
、Destination

 

P
lan

n
in

g
と
い
う
用
語
は
戦
略
的
な
目
的

を
伴
っ
て
実
施
さ
れ
る
観
光
地
の
開
発
に
関

係
す
る
全
て
の
活
動
と
プ
ロ
セ
ス
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
り
、
ひ
い
て
は
観
光
地
の
競
争

力
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

2	

観
光
地
を
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
す

る（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
時
代
）

	

【
１
９
９
０
年
代
終
盤
～
】

①
観
光
地
を
「
計
画
」
で
は
な
く
「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
す
る
必
要
性

　

１
９
９
０
年
代
終
盤
に
行
わ
れ
た
研
究
で

は
、
既
に
観
光
地
に
お
け
る
取
引
関
係
（
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
、
企
業
経
営
を
指
向
し
た
方
向
性
が
提

示
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
研
究

（B
u
halis, 2000; F

lagestad
&

H
ope, 

2001

）
で
は
、
戦
略
的
か
つ
経
営
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
観
光
地
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
供
給
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

誘
導
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
、
観
光
商
品
を
、
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図3   主要な既往研究において「デスティネーション・マネジメントの機能」として指摘された項目と年別の該当数
論文の掲載年

機能

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015 計

観光地マーケティング、ブラン
ディング、ポジショニング 1 1 1 1 1 1 1 4 2 13

観光地の計画、モニタリング、評価 1 1 1 1 1 1 2 2 10

商品開発 1 1 1 1 1 2 1 8

調査研究、情報管理、ナレッジ構築 1 1 1 1 1 1 1 7

資源管理、環境管理 1 2 1 1 1 1 7

来訪者管理、来訪者の経験管理、ア
ドベンチャーリスク管理、安全管理 1 1 1 1 2 6

関係構築 1 1 1 1 1 5

人材開発、訓練 1 1 1 1 4

組織的責任、組織間の統率とパー
トナーシップづくり 1 1 1 1 4

特定分野の意思決定と活動 1 1 2

観光施設の運営 1 1

ロビー活動 1 1

サービスのコーディネート 1 1

情報提供 1 1

観光利用に対する規制と誘導 1 1

観光地のライフサイクルにおけ
る局面管理 1 1

特定の問題の管理（キャリング
キャパシティなど） 1 1

ビジネスサポート 1 1

（参考）論文の著者名

Law
s

Crouch
&

Ritchie

A
nderson

①D
w

yer&
Kim

/

②Pavlovich

①Fuchs&
W

eierm
air/

②H
aw

kins

H
arrill

①Jam
ieson/

②Sainaghi

U
N

W
TO

Ryglová

Pechlaner,H
erntrei, &

Kofink

Ivanis

Risteski, Kocevski, &
A

rnaudove

①Laesser&
Beritelli/

②Longjit&
Pearce/

③M
orrison/

④Pearce&
Schänzel

①A
berg/

②Pearce

ナ
レ
ッ
ジ
構
築
」（
７
編
）、「
資
源
管
理
、
環

境
管
理
」（
７
編
）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
挙
げ
ら
れ
た
数
が
少
な
か
っ
た
機

能
と
し
て
は
、「
観
光
施
設
の
運
営
」「
ロ

ビ
ー
活
動
」「
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
」「
情
報
提
供
」「
観
光
利
用
に
対
す
る
規

制
と
誘
導
」「
観
光
地
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

に
お
け
る
局
面
管
理
」「
特
定
の
問
題
の
管

理
（
キ
ャ
リ
ン
グ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
な
ど
）」「
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
」（
い
ず
れ
も
１
編
）
と

い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
機
能
は
、
多

く
が
実
際
に
特
定
の
観
光
地
で
実
行
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

し
て
一
般
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を
表
し

て
い
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
21
編
の

論
文
に
つ
い
て
、
筆
頭
著
者
の
所
属
先
の
所

在
国
（
掲
載
当
時
、判
別
で
き
る
も
の
の
み
）

を
見
て
み
る
と
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ク
ロ

ア
チ
ア
、
チ
ェ
コ
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
と
い
っ
た
国

が
並
ん
で
お
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
検
討
は
オ
セ
ア
ニ

ア
あ
る
い
は
欧
州
（
東
欧
）
諸
国
の
研
究
者

の
関
心
事
項
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
示
唆

さ
れ
る
。

出典：Pearce（2015）より筆者作成

単位：編（論文数）
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8

観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
魅
力
）」「
来
訪
者

の
組
み
合
わ
せ
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
）」

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
周
知
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）」「
組
織
的
責
任

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）」

の
４
つ
に
整
理
し
て
い
る
。

●D
w

yer&
Kim

（2003

）

　

観
光
地
の
競
争
力
に
寄
与
す
る
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
と

し
て
「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
」

「
観
光
地
の
計
画
と
開
発
」「D

estination 

M
anagem

ent O
rganization

」「
人
材
開

発
」「
環
境
管
理
」の
５
つ
に
整
理
し
て
い
る
。

●Sainaghi

（2006

）

　

動
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
モ
デ
ル
（D

ynam
ic D

estination
 

M
anagem

ent M
odel: D

D
M

M

）
を
提

示
し
て
い
る
（
図
５
）。

　

モ
デ
ル
は
「
主
要
プ
ロ
セ
ス
」
と
「
副
次

プ
ロ
セ
ス
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
キ
ー

ム
は
地
域
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（D

estination
 

M
anagem

ent O
rgan

ization

）
が
イ
ン

パ
ク
ト
を
有
す
る
た
め
の
広
範
な
活
動
を
示

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
上
位
に
は
地
域
の
企
業

や
公
的
機
関
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
間
で
の

図4   Crouch & Ritchie（1999）による観光地の競争力のコンセプトモデル

出典：Crouch & Ritchie（1999）より筆者作成

競争的優位性
（付与される資源）

人材

物理的資源

知識

資本

インフラ・観光の
上位構造

歴史・文化

競争的優位性
（配置される資源）

監査・リスト化

維持

育成・開発

効率性

効果

観光地の競争力

デスティネーション・マネジメント

資源管理 マーケティング 組織 情報 サービス

核となる資源・魅力

自然地理 文化・歴史 市場の
結びつき

アクティビティの
組み合わせ イベント 上位構造

支援要因・資源

インフラ アクセス性 取り組みを促進する要素 企業

選定決定要因

位置 依存関係 安全 費用

　

以
下
、Pearce

が
整
理
の
対
象
と
し
た

論
文
の
う
ち
、
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
概

念
が
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
概

観
し
て
い
く
。

●Crouch
&

Ritchie

（1999

）

　

観
光
地
の
競
争
力
を
表
す
コ
ン
セ
プ
ト
モ

デ
ル
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
位
置
づ
け

て
お
り
、
そ
の
活
動
を
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

「
サ
ー
ビ
ス
」「
情
報
」「
組
織
」「
資
源
管
理
」

の
５
つ
に
整
理
し
て
い
る
。

　

な
お
、
提
示
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル

に
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
他
、「（
ミ
ク
ロ
の
）
競
争
環
境
」「（
マ
ク

ロ
の
）グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
」「
核
と
な
る
資
源
・

魅
力
」「
支
援
要
因
・
資
源
」「
選
定
決
定
要

因
」
と
い
っ
た
構
成
要
素
が
記
述
さ
れ
て
い

る
（
図
４
）。

●Anderson

（2000

）

　

観
光
に
関
す
る
用
語
辞
典
に
お
け
る
解
説

に
お
い
て
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
都
市
、
リ
ゾ
ー
ト
、
地
方
の
い
ず

れ
か
の
観
光
地
タ
イ
プ
に
お
け
る
統
合
さ
れ

た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
し
、そ
の
要
素
を
「
観

光
地
が
提
供
す
る
も
の
（
来
訪
者
の
経
験
、

（
ミ
ク
ロ
の
）
競
争
環
境

（
マ
ク
ロ
の
）
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
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ま
た
、
副
次
プ
ロ
セ
ス
は
主
要
プ
ロ
セ
ス

の
効
果
を
持
続
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
不

可
分
の
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
る
活
動
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
対
応
す
べ
き
問
題
の
理
解
に

資
す
る
「
調
査
研
究
」、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
人
材
の
能
力

向
上
に
有
益
な
「
教
育
訓
練
」、
観
光
協
会
に

相
互
関
係
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
図
5

内
上
部
に
あ
る
４
つ
の
項
目
）。

　

主
要
プ
ロ
セ
ス
は
地
域
資
源
に
対
し
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
商
品
開
発
」「
取

り
組
み
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
行
う
こ
と
で

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
活
動
で
あ
る
。

出典：UNWTO（2007）より筆者作成

図6 UNWTO（2007）によるデスティネー
ション・マネジメントの概要

観光地の要素

魅力

快適さ

アクセス性

人材

イメージ

価格

DMO
先導とコーディネート

マーケティング
誘客

現地対応
期待を超える対応

適切な環境創出
政策、法律、規則、税制

図5   Sainaghi（2006）による動的なデスティネーション・マネジメントモデル
　　（Dynamic Destination Management Model : DDMM）

出典：Sainaghi（2006）より筆者作成

資源（有形、無形、人材）

調査研究
データベース開発

特別研究

教育訓練
経営

専門分野

内部マーケティング
主題

コンテンツ
チャンネル

時期

主
要
プ
ロ
セ
ス

副
次
プ
ロ
セ
ス

資源 プロセス 関係

取り組み実行のプロセス
公共
民間

商品開発
イベント

パッケージ商品

コミュニケーション
実効的・戦略的マーケティング

実効的なマーケティングの
ツール

企業 企業 公的機関 公的機関
（D） （D）（D） （D）

（A） （A） （A）

（B）
（C）（C）

よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
活
動
に
対
す
る
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
醸
成
す
る
「
内
部
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
か
ら
な
る
。

　

ま
た
、
副
次
プ
ロ
セ
ス
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
特

定
の
階
層
的
な
力
を
有
し
な
い
観
光
地
に
お

い
て
は
、
意
思
決
定
や
活
動
に
直
接
影
響
を

与
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、「
教

育
」
の
活
動
は
地
域
の
企
業
の
経
営
・
運
営

を
変
更
し
得
る
し
、
適
切
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
が
図
ら
れ
れ
ば
、
新
た
な
投
資
や

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
促
す
こ
と
も
あ
る
。

●UN
W

TO

（2007

）

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
A P

ractical G
uide 

to
Tourism

 D
estination M

anagem
ent

』

に
お
い
て
、 

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
、「
観
光
地
の
要
素
」
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
活
動
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

要
素
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
現
地
対
応
」

に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
基
盤
と
し
て
「
適
切
な
環
境
創

出
」
の
活
動
が
位
置
し
、「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
そ
れ

ら
の
諸
側
面
を
統
率
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
図
６
）。

●Risteski, Kocevski,&
Arnaudove 

（2012

）

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
「
観
光
地
に
本
来
あ
る
特
有
な
資
産
の
保

護
」「
来
訪
者
の
体
験
の
質
の
向
上
」「
産
業

界
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
固
有
で
持
続

的
な
観
光
産
業
の
成
長
」
と
し
て
い
る
。

（B） （B）
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ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
流
通
の
包
括
的
な
手
法
に

よ
る
）」「
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

（
途
切
れ
な
い
顧
客
の
経
験
を
提
供
す
る
た

め
）」
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

●Pearce
&

Schanzel

（2013

）

　

観
光
客
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も

と
に
、
観
光
客
が
認
識
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
素
を
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
情
報
提
供
」「
来
訪
者
管

理
」「
地
域
の
保
全
と
自
然
保
護
」
と
し
て
抽

出
し
て
い
る
。一
方
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
素
と
し
て
「
地
域
住
民

へ
の
影
響
」
や
「
産
業
界
や
行
政
の
役
割
」

に
つ
い
て
観
光
客
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が

な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

●Pike
&

Page

（2014

）

　

有
効
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
要
素
を
「
魅
力
的
な
環
境
」「
収

益
性
の
高
い
産
業
」「
前
向
き
な
来
訪
者
の

体
験
」「
新
商
品
開
発
に
対
す
る
投
資
の
進

展
」「
持
続
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
協
力
的

な
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
ア
ク
セ
ス
の
容
易

さ
」
と
し
て
整
理
し
て
い
る
（
図
８
）。

　

他
の
多
く
の
研
究
で
要
素
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
」「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
は
デ
ス

出典：Pike & Page（2014）より筆者作成

図8   Pike & Page（2014）によるDestination Marketingのフレームワーク
持続的な観光地の競争力

競争的優位性の
源泉の象徴となる資源

資源の監査

価値
相対的な独自性

模倣のされにくさ

有効なデスティネーション・マネジメント
魅力的な環境

収益性の高い産業
前向きな来訪者の体験

新商品開発に対する投資の進展
持続的なコミュニティ

協力的な地元コミュニティ
アクセスの容易さ

内部：内部資源とDMO活動の妥当性の有効な活用

外部：市場における優位性を達成するための活動の効果

観光地のブランド・
独自性の開発

観光地のブランド・
ポジショニング

観光地マーケティング
業績測定と追跡

有効な組織
（例：DMO）

の
要
素
を
「
目
的
」「
活
動
」「
構
造
」
と
し

て
整
理
し
て
い
る
（
図
７
）。

●Laesser&
Beritelli

（2013

）

　

ス
イ
ス
の
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
大
学
で

２
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議

「A
dvances

in
D

estination M
anagem

ent

」

に
参
加
し
た
研
究
者
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た

　

他
の
多
く
の
研
究
で
要
素
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
は
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
別

の
概
念
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

●Longjit&
Pearce

（2013

）

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

目
的
を
「
来
訪
者
を
引
き
つ
け
る
こ
と
」「
時

間
と
予
算
を
特
定
の
地
理
的
空
間
に
割
り
当

て
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
活
動

を
「
計
画
（
観
光
関
連
領
域
）」「
ロ
ビ
ー
活

動
（
観
光
関
係
者
の
代
表
と
し
て
）」「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
（
商
品
開
発
、
価
格
設
定
、
プ

出典：Longjit & Pearce（2013）より筆者作成

図7 Longjit & Pearce（2013）によるデスティネーション・マネジメントのコ
ンセプトフレームワーク

マネジメントの
目的

マネジメントの
活動

マネジメントの
構造

デスティネーション・マネジメント
統合

目的

観光関連活動

マネジメント主体

統合の程
度

高
　

  中
　

  低

共通目標　　     
観光地の目標

　　     組織目標

マーケ
ティング 観光資源 人材 来訪者 安全 その他

公的組織

個 対

組 網

民間企業・団体

個 対

組 網
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テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
別

の
概
念
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

3	

観
光
地
は「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
対
象
へ

（D
estination	G

overnance

の
時
代
）

	

【
２
０
０
０
年
代
中
盤
～
現
在
】

　

近
年
の
研
究
で
は
、
整
理
し
て
き
た
よ
う

なD
estin

ation
 P

lan
n
in

g

や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
分

野
はD

estin
ation

 G
overn

ance

と
い

う
用
語
に
包
含
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

こ
の
際
、
説
明
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
が
よ
り
重
要
性
を

増
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
理
論
、
取
引
コ
ス
ト
経
済
、
資
源

依
存
理
論
と
い
っ
た
経
営
理
論
が
、
多
様

な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
モ
デ
ル
や
概
念
と

し
て
応
用
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る

（B
eritelli, B

ieger,
&

L
aesser, 2007; 

B
uteau-D

u
itschaever, M

cC
utcheon, 

E
a
g
les, G

lo
ver,

&
H

a
v
itz, 2

010; 

d'A
n
gella, D

e
C

a
rlo,

&
S
a
in

a
g
h
i, 

2
010

; M
a
rza

n
o

&
S
co

tt, 2
0
0
9
; 

R
yan, 2002

）。

　

す
な
わ
ち
、Destination G

overnance

に
関
す
る
研
究
は
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
時
代
で
検
証

の
対
象
と
な
っ
た
よ
う
な

観
光
地
の
基
礎
的
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
加
え
て
、
そ
の
当

時
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
」
と
さ
れ
て
い
た
観
光

地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
諸
現
象
（
な
ぜ
あ
る
意

思
決
定
や
行
動
が
な
さ
れ

た
の
か
〔
な
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
〕、
な
ぜ
あ
る
事
象

が
発
生
し
た
の
か
〔
し
な

か
っ
た
の
か
〕）
を
、
規
範

や
法
則
に
着
目
し
て
説
明

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

5
考
察

①
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

議
論
の
変
遷

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
観
光
地
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
対
象
と
す
る
概

「観光地経営」のための
8つの視点

「デスティネーション・
マネジメント」の機能

視点1 視点2 視点3 視点4 視点5 視点6 視点7 視点8

観光地の特
性と経営状
況を把握す
る

関係主体を巻
き込んで説得
力あるビジョ
ンを策定する

新たな魅力
と市場をつ
くる

滞在のため
の仕組みを
つくる

観光資源の
保存と活用
の両立をは
かる

組織と人材
を見直して
実行力を高
める

観光地とし
てのブラン
ドを形成す
る

地域の観光
財源を確保
する

観光地マーケティング、ブランディ
ング、ポジショニング ● ●

観光地の計画、モニタリング、評価 ● ●

商品開発 ●

調査研究、情報管理、ナレッジ構築 ●

資源管理、環境管理 ● ● ●

来訪者管理、来訪者の経験管理、ア
ドベンチャーリスク管理、安全管理 ●

関係構築 ●

人材開発、訓練 ●

組織的責任、組織間の統率とパー
トナーシップづくり ● ●

特定分野の意思決定と活動 ●

観光施設の運営

ロビー活動

サービスのコーディネート ●

情報提供 ●

観光利用に対する規制と誘導 ●

観光地のライフサイクルにおける
局面管理

特定の問題の管理（キャリングキャ
パシティなど） ●

ビジネスサポート

図9   既往研究で指摘されるデスティネーション・マネジメントの機能と「観光地経営」のための8つの視点の対応

出典：Pearce（2015）および（公財）日本交通公社（2013）、『観光地経営の視点と実践』より筆者作成
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施
設
の
運
営
」「
ロ
ビ
ー
活
動
」「
観
光
地

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
局
面
管
理
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
っ
た
も
の
が

あ
る
。
ま
た
、「
観
光
地
経
営
」
に
含
ま
れ
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概

念
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
し
て
は
、「
地
域

の
観
光
財
源
を
確
保
す
る
」
と
い
っ
た
も
の

が
あ
る
。

③
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
対
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
の
変
遷

　

こ
こ
で
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
概
念
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
関
係
に
つ
い
て

も
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

C
rouch

&
R

itch
ie

（1999

）
は
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
Ｍ
を
単
純
なM

arketin
g

で
は
な
く
、

M
anagem

ent

と
し
て
強
調
す
る
の
は
最

近
の
傾
向
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

A
nderson

（2000

）
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
典

型
的
に
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー
ズ

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
や
、
州
・
地
方
の
観

光
協
会
、
国
家
レ
ベ
ル
の
観
光
組
織
（
Ｎ
Ｔ

Ｏ
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
位

置
づ
け
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
組
織
と
し
て
期
待

さ
れ
る
組
織
が
、
１
９
９
０
年
代
終
盤
か
ら

２
０
０
０
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で

の
Ｃ
Ｖ
Ｂ
や
観
光
協
会
な
ど
の
公
的
組
織
か

ら
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、Pearce

（2015

）
は
、
主
要
な
既

往
研
究
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
機
能
に
つ
い
て

も
整
理
し
て
い
る
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
機
能

の
う
ち
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
共
通
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
両
者

を
比
較
し
て
み
る
と
、
１
９
９
０
年
代
終
盤

か
ら
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
概
念
が
拡
大
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
調
す
る

よ
う
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
機
能
も
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る

（
図
10
）。

　

た
だ
し
近
年
の
研
究
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

期
待
さ
れ
る
機
能
は
そ
の
範
囲
を
狭
め

て
表
現
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば

P
ike

&
P
age

（2014

）
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
実

際
に
は
そ
の
大
部
分
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

機
能
を
担
っ
て
お
り
、M

anagem
ent

の
機

能
を
有
す
る
組
織
を
意
味
す
る
用
語
と
し

て
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
を
用
い
る
の
は
、一
般
的
な
イ

メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
り
議
論
の
明
確

さ
を
欠
く
た
め
不
適
切
で
あ
る
と
指
摘
し
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
あ
く
ま
で
特
定
の
観
光
地
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
す
る
組
織
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
。

伝
統
的
な
活
動
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
上

で
、「
資
源
管
理
」
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
要

素
だ
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
、
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
当
初
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
を
中
心
と

し
た
概
念
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
が
、
図
３
で

整
理
し
た
よ
う
に
、
そ
の
後
そ
の
用
語
が
指

し
示
す
範
囲
に
つ
い
て
は
、
１
９
９
９
年
終

盤
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
広
範
に
拡

張
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

②「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と「
観
光
地
経
営
」の
共
通
点
・
相
違
点

　

P
earce

（2015

）
が
整
理
し
た
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
機

能
と
「
観
光
地
経
営
」
と
し
て
『
観
光
地
経

営
の
視
点
と
実
践
』
の
記
述
内
容
を
比
較
し

て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
包
含
す
る
基
本
的

な
要
素
の
多
く
は
両
者
に
共
通
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
（
図
９
）。

　

そ
の
一
方
で
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
「
観
光
地
経
営
」
の
い

ず
れ
か
の
み
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
要
素
（
相

違
点
）
も
見
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
念
に
含
ま
れ
、「
観
光
地

経
営
」
概
念
に
含
ま
れ
な
い
も
の
は
「
観
光

念
に
つ
い
て
は
、「
計
画
（D

estination
 

P
lan

n
in

g

）」
→
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）」
→
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
（D

estination
 

G
overnance

）」
と
い
っ
た
変
遷
を
た
ど
っ

て
展
開
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

B
eritelli

（2011

）
は
、
前
述
の
一
連
の

流
れ
を
樹
木
の
構
造
に
喩た

と

え
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
観
光
地
の
計
画
（D

estination
 

P
lan

n
in

g

）
に
お
け
る
実
践
的
な
問
題
に
対

す
る
挑
戦
を
「
根
」
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
観

光
地
が
持
続
的
か
つ
競
争
的
な
道
筋
を
た
ど

る
た
め
にP

lan
n
in

g

の
概
念
に
整
理
が
必

要
と
な
り
、
政
策
や
戦
略
の
立
案
の
た
め
の

組
織
的
な
状
況
を
分
析
し
概
念
化
す
る
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
研
究
が
「
幹
」
と
し
て
発
展
し
今
日
の
研

究
を
形
作
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
特
定

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
発
生
す
る
理
由
や
、
あ
る

状
態
が
実
践
の
結
果
に
ど
の
よ
う
に
影
響

す
る
の
か
を
説
明
し
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

「
枝
」
と
し
てD

estination
 G

overnance

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
説

明
で
あ
る
。

　

ま
た
、Crouch

&
R

itch
ie

（1999

）は
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

活
動
の
う
ち
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
最
も
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図10   主要な既往研究において「デスティネーション・マネジメントの機能」および「DMOの機能」として指摘さ
れた項目と年別の該当数の比較（共通・類似するもののみ）

1992

1993
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2013

2014

2015 計

観光地マーケティング、ブラ
ンディング、ポジショニング 1 1 1 1 1 1 1 4 2 13

観光地の計画、モニタリング 1 1 1 1 1 1 2 2 10

商品開発 1 1 1 1 1 2 1 8

調査研究、情報管理、ナレッ
ジ構築 1 1 1 1 1 1 1 7

資源管理、環境管理 1 2 1 1 1 1 7

来訪者管理、来訪者の経験管理、ア
ドベンチャーリスク管理、安全管理 1 1 1 1 2 6

関係構築 1 1 1 1 1 5

人材開発、訓練 1 1 1 1 4

観光施設の運営 1 1

サービスのコーディネート 1 1

情報提供 1 1

ビジネスサポート 1 1
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2014

2015 計

観光地マーケティング、ブラ
ンディング、ポジショニング 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 15

観光地の計画、戦略策定、モ
ニタリングと評価 1 1 1 1 1 1 6

商品開発、開発活動 1 1 1 1 2 1 7

調査研究、情報管理、ナレッ
ジ構築 1 1 2

資源管理、環境管理 1 1 1 3

来訪者管 理、来訪者の 経 験
管理 1 1 2 2

関 係 構 築、コーディネート、
ファシリテート 1 1 1 1 2 1 7

人材開発、訓練 1 1 1 3

観光施設の運営 1 1

サービ スの 提 供、コー ディ
ネート 1 1 2

情報提供・予約受付 1 1 1 3

ビジネスサポート 1 1 2

出典：Pearce（2015）をもとに筆者作成

■主要な既往研究において「デスティネーション・マネジメントの機能」として指摘された項目と年別論文数

■主要な既往研究において「DMOの機能」として指摘された項目と年別論文数
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6
お
わ
り
に

　

海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
け
る
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
議
論
の
変
遷
を
通
じ
て
、
観
光
地
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
対
象
と
し
て
捉
え
る
際
の
視
点

（
取
り
組
み
の
範
囲
）
は
、
地
域
に
お
け
る
諸

問
題
が
複
雑
さ
を
増
す
中
に
お
い
て
拡
大
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
そ

の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、
積
極
的
に
他
分
野

か
ら
の
理
論
や
概
念
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
た
め

の
経
営
理
論
な
ど
）
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
も
把
握
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
当
財
団
が
提
唱
す
る
「
観
光
地
経

営
」の
概
念
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
学
術
研
究

分
野
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
内
容
と
共
通
部
分

が
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
今
後
当
財
団
が
実
践
的
な

学
術
研
究
機
関
と
し
て
、
観
光
地
や
そ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
よ
う
を
希
求
す
る
中
に

お
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
時
流
に
対
応
し
、
必

要
に
応
じ
て
観
光
以
外
の
他
分
野
か
ら
の
知

見
も
積
極
的
に
導
入
し
つ
つ
、
そ
の
理
論
の

高
度
化
と
拡
張
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
か
ん
の　

ま
さ
ひ
ろ
）
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